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2011-12年度ファイヤサイドミーティング
テーマ：10周年記念事業に向けた今後のクラブ運営
７月１９日（火）～７月２２日（金）　ＰＭ7:00～9:00 　民芸割烹いなんば

議事卓話

2011-12

７月２０日（水）クラブ広報委員会

議長:鷲津,発表:末広,出席:梯,書記:福地

稲野、田中、中尾、三枝、山村

７月１９日（火）クラブ管理運営委員会

議長:安間,発表:犬丸,出席:高貝,書記:田中

金山、木村、髙木、江田、中野、西尾、坂本、富田

野田、鈴木利、加藤ひ、山本、長谷川、塩田

７月２１日（木）奉仕ＰＪ委員会２

議長:堀内,発表:藤田,出席:松田,書記:鈴木一

加藤鎮、林、中村、鈴木和行、熊谷、五十嵐、八田

近藤、奥山

７月２０日（水）奉仕ＰＪ委員会１

議長:岩本,発表:加藤恵,出席:Libby,書記:田渕

滝浪、有川、小田木

７月２２日（金）ﾛｰﾀﾘｰ財団委員会＆10周年記念事業検討会

議長:仲秋,発表:仲秋,出席:原田進,書記:青山

原田道、河村、塩谷、大岡、小林、松本、小澤、坂井

加藤隆

７月２２日（金）会員増強維持委員会

議長:西村,発表:諸星,出席:森,書記:後藤

鈴木和浩、森島、武田、渡辺、金子、鈴木孝、知久

秋山、細田



第４０２例会
2011年7月19-22日

幹事

パワー浜松ロータリークラブ

　〒430-7733　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel/Fax 053-452-0800
　静岡県浜松市中区板屋町111-2 オークラアクトシティホテル浜松4307号室
　Email info@power-hamamatsurc.jp　http://www.power-hamamatsurc.jp/

　　　RIテーマ「こころの中を見つめよう 博愛を広げるために」会長/Kalyan Banerjee(カナダ)
　　　2620地区のテーマ「今こそロータリーの真価が問われる時」ガバナー/積 惟貞(沼津)
　　　パワー浜松ロータリークラブのテーマ「語ろう未来、踏み出そう一歩」会長/坂井光蔵

２０１1－１2年度ファイヤサイドミーティング
議長所感

議事卓話

2011-12

<各議長所感>

クラブ管理運営委員会 安間議長/

諸事情により遅れて出席したため議長を金山さんに代わってもらいました。

私が参加した時には終盤ですでに皆さんから意見が出た後でした。皆さんの前の料理を見てみるとほとんど箸をつけていない

方もいて、それだけ活発なミーティングであったことを伺う事ができました。

クラブ広報委員会 鷲津議長/

クラブ広報委員会メンバーを中心に出席予定の９名全員が集まり、ミーティングをすることが出来ました。一人一人が普段思っ

ていることを真剣に発 表し、各々の本音が聞けた価値あるミーティングだったと思います。ただ、全員の考えをオープンにする

だけで時間超過となり、議論にまで踏み込めな かったことは残念でしたが、とても有意義な時間を過ごすことが出来ました。

奉仕PJ① 岩本議長/

真剣なミーティングでした。個々の貴重な意見を聴くことができました。

東日本大震災復興支援の話題が中心となりました。

「我々には何ができるのか？」「継続事業に出来ないのか？」「１００名増強には相応しいではないか？」

様々な意見交換が出来て、小グループ活動も良いものでした。また出席率を高める為には、月間指定席にしたらどう？こんな

意見もでました。

奉仕PJ② 堀内議長/

各人が思い思いに語り合い、それぞれに熱意も含めて、どうにか、入っているクラブを良くしたい、やりがいのあるようにしたいと

いう感じが受けて取れました。本音の語り合える、長い付き合いが出来る仲間であってほしいと願いを強く致しました。

会員増強維持委員会 西村議長/

テーマに従い、議事を進めましたが既に１０周年記念事業が決定していますので本題に対してはあまり意見が出ませんでした。

今後のクラブ運営について活発な意見が交わされた中で、一番印象に残ったのが、会員間のコミュニケーション不足を指摘さ

れた方が多かったことです。形にとらわれない夜例会のあり方を検討したほうが良いと感じました。

さらに委員会活動をもっと活発に行なうことにより、解消される方向に向くのではとも感じました。１０周年で多くの会員が入会す

ることを想定すればなおさらではないでしょうか？

ロータリー財団委員会＆10周年記念実行委員会 仲秋議長/

ロータリー財団委員会と１０周年記念事業委員会をのメンバーを中心に１１名のメンバーで行われました。

１００人のメンバーが増えた場合に対応できるように、事前にクラブのスタイルを確立する事や、既に大人数で成功しているクラ

ブの良い例を見習う事、クラブメンバー個人のクラブ運営に対する目標を確立させ、よりよいクラブに近づけるように皆で努力し

ていくことが大事である事、などの意見が多く出ました。

クラブのさまざまな事について考える事で、よりよいクラブに成長していければ良いと感じました。

出席
80名中69名88.46%

前々回修正出席率91.03%


